山形大花火大会実行委員会からの事業の委託について
１．基本的考え

協賛金は、すべて山形大花火大会協議会で受け取る。

山形大花火大会協議会（執行機関は、山形大花火大会実行委員会）は、山形ＪＣに、山形花火大会の企画、設営等について、業務を委託する。契約は、執行機関である山形大花火大会実行委員会と山形ＪＣとの間で行う。

　委託内容は、山形大花火大会のテーマや内容の企画部分と導線、消防対策等の安全確保等に係る設営、問い合わせ窓口等になる事務局については、山形ＪＣの花火大会特別委員会が主体となる部分であり、また過去３１回の花火大会の経験によるノウハウがあるため、これを勘案し、演出、煙火等の企画部分と設営整備関係、事務局に関する部分とする。
２．委託金額（予算　税込）
￥２７，０００，０００－

３．委託内容
①演出費（煙火代等）￥１８，０００，０００－

花火大会のテーマや音楽を含む演出等、企画から山形ＪＣ（花火大会特別委員会）が主体となって立案する。
②会場設営整備費　￥７，０００，０００－
仮設物設置、電気、看板設置、その他土工事等の会場設営について、警察、消防、地元自治体等関係各所の連絡調整を通じ、安心安全な花火大会の運営を行うため、山形ＪＣ（花火大会特別委員会）が主体となってこれを行う。

③事務費　￥２，０００，０００－
協賛金受付、市民の方々からの電話受付を山形青年会議所で行っている。事業の全体を理解している山形ＪＣが、主体となってこれを行う。

４．上記の内容を委託する理由

演出費（煙火代を含む演出）については、無償の役務提供により、花火大会特別委員会が、市民のためより喜ばれる花火を上げるため、検討を重ね、企画立案し、形にするもので、山形ＪＣが主体となって行っている部分であるという理由による。

会場設営整備費については、須川河畔に場所の移動を決定する際の、入念な現地の調査や地元町内会への事前連絡調整等、すでに移動後１１年を重ねる実績に加えそれ以前に積み重ねた馬見ヶ崎河畔での大会で蓄積されたノウハウを十分に生かし、かつ、安全に短期間での設営・撤去までの作業を行う必要があるためである。また、万が一の災害の発生時における緊急車両の導線を考慮した観客の誘導等、地元町内会、警察・消防への折衝を重ね、打ち上げの申請、道路使用許可等の申請を行っているためである。
事務局に関しては、協賛金の受入、管理、市民からの問い合わせ等を、山形ＪＣのルームを使って、事務員やアルバイトが行っており、山形ＪＣに過去の経緯や花火大会の全体を知っており、山形ＪＣが受託することで、市民からの問い合わせにもスムーズに対応出来ると考えられるためである。

　以上

